
株式会社ナード研究所（製造業）

写真︓ナード研究所 本社社屋

〇本社所在地︓兵庫県尼崎市

〇事業概要︓化学物質の受託研究、受託

製造

〇常時使⽤する従業員︓145名

（グループ全体、2024年12月期）

〇現在の売上⾼︓ 53億円

（グループ全体、 2024年12月期）

○法⼈番号︓8140001050353

○Web︓https://www.nard.co.jp

代表取締役社⻑
土肥 幸生

化学のチカラで豊かな社会を実現する

化学分野を中心とした研究・開発の「受託」「提案」「技術コーディネート」および製造事業
を推進し、エレクトロニクス、電池材料等の機能性材料、医薬・農薬・再⽣医療等の先端分野
で社会に貢献いたします。先端素材創出に向けた難易度の⾼い研究・開発テーマに挑戦し、社
員の成⻑とともに発展し「ビジョンの達成」、「売上⾼100憶円の実現」を目指して参ります。

売上高100億円実現の目標と課題

2033年の100億円達成に向けて、研究から製造までの一貫
体制の充実をはかり、年率10%前後の売り上げ増を目指す

• 設備投資によりボトルネックを解消し、高循環の実現
• 研究所で建築中のプロセス/KGラボを用いて迅速なスケー
ルアップ検証体制を構築

• 工場の生産設備拡充による製造キャパシティの増強
• プロセス/KGラボに品質管理・品質保証体制を構築するこ
とにより、スケールアップ対応⼒を強化

• 生産性向上、環境対応を実現するためのフロー合成設備の
強化

売上高100億円実現に向けた具体的措置

• 製造プロセス開発/パイロット製造に対応する部⾨の⽴上げ
• 工場の生産設備拡充に合わせて製造人員を新規雇用
• 品質管理・品質保証に対応する⼈員の育成
• 研究所‐工場間の連携を強化するためのDXの推進
• フロー合成の技術を持つエンジニアリング会社、大学との
パートナーシップ構築及び管理者⼈材の新規雇⽤

• ラボ研究と製造の間のボトルネック
- 研究所での製造プロセス検討へのリソースが不⾜
- 工場の生産設備の逼迫

• 品質管理・品質保証体制の不⾜
• 環境に配慮した製造への対応
• グループでの⼀気通貫対応実績及び外部へのアピール不⾜

実現目標 課題

⽬指す成⻑⼿段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです
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グループ構成と100億円達成の道筋

〇法⼈番号︓8140001050353（株式会社ナード研究所）、7140001050354（株式会社ナードケミカルズ）

株式会社ナード研究所（製造業）
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「パイロット検証」や「工業化」の課題を解決することで、ナードグルー
プの⼀貫体制が強化され、⼯業化を⾒据えて基礎研究に取り組む
お客様からの 「ラボ研究」や「プロセス開発」の受注拡大に繋がる好
循環が実現します

ボトルネック解消で期待される効果

ナードグループの課題と100億達成の道筋

好循環の実現

100億円達成のための重点投資領域

数kg〜数⼗kgレベルの製造に関係する工程

グループ全体
で挑戦中の
新たな領域

ナードグループは、他社に⽐べて上流の研究開発案件の情
報量が圧倒的に多く(年間5000化合物以上合成)、これら
を下流の製造につなげることができれば、⼤きな売上向上に
つながるが、現状、数kg〜数⼗kgレベルの製造が弱い

• ナード研究所に新研究棟を建築してプロセス検討、
パイロット検証体制の充実を図る

• ナードケミカルズの製造設備拡充による製造キャ
パシティの増強

ナードグループの特徴と課題

目標達成のため具体的措置

株式会社ナード研究所

株式会社ナードケミカルズ

グループ構成

＜ラボ研究＞
 研究に必要となる特別な
化合物を合成

＜プロセス開発＞
 顧客の製造プロセス等の
課題解決方法を提案

株式会社ナード研究所１

＜プロセス開発＞
 自社製造品の製造プロ
セスを構築

＜ﾊﾟｲﾛｯﾄ検証・工業化＞
 化合物の受託製造
 自社による医薬品製造

株式会社ナードケミカルズ
(ナード研究所の100%子会社)
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